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190

ア
ル
ナ
ー
チ
ャ
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
で
調
査
を
始
め
る

2
0
0
7
年
、
イ
ン
ド
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
地
域
、
ア
ル
ナ
ー
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
で
調
査
を
始
め
た
。

総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
の
高
所
環
境
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
、
い
く
つ
か
あ
る
班
の
う
ち
農
業
班
の
リ
ー
ダ
ー

で
あ
る
京
大
の
東
南
ア
ジ
ア
研
究
所
の
安
藤
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
、
農
業
班
の
調
査
地
で
あ
る
イ
ン
ド
の
ア
ル

ナ
ー
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
を
7
月
中
旬
か
ら
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。安
藤
さ
ん
た
ち
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
の
調
整
を
行
な
い
、
7
月
15
～
28
日
に
イ
ン
ド
、
8
月
3
日
～
9
月
24
日
に
ナ
ミ
ビ
ア
、
マ
ラ
ウ
イ
、
フ
ラ

ン
ス
、
タ
イ
と
長
期
調
査
旅
行
に
出
る
こ
と
に
し
て
い
た
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
へ
の
出
発
の
1
週
間
前
く
ら
い

に
な
っ
て
安
藤
さ
ん
か
ら
、
イ
ン
ド
へ
の
出
発
を
1
週
間
遅
ら
せ
て
ほ
し
い
と
伝
え
ら
れ
る
。
安
藤
さ
ん
に
理

12

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
神
秘
の
大
地
ア
ル
ナ
ー
チ
ャ
ル
で

調
査
を
始
め
る
―
―
森
林
と
ヤ
ク
放
牧

（
2
0
0
7
～
2
0
0
9
年
）

夏
は
土
砂
崩
れ
、

冬
は
積
雪
と
格
闘

し
な
が
ら
車
で
山
を
登
る

由
を
問
う
と
、「
か
み
さ
ん
の
誕
生
日
を
忘
れ
て
い
た
」
と
い
う
返
答
だ
っ
た
。
毎
年
奥
さ
ん
の
誕
生
日
に
家

族
で
誕
生
日
会
を
開
く
の
だ
が
、
そ
の
日
が
イ
ン
ド
渡
航
の
日
程
と
重
な
る
よ
う
だ
。
し
か
し
、
ア
フ
リ
カ
な

ど
の
飛
行
機
の
チ
ケ
ッ
ト
は
購
入
済
み
な
の
で
、
ず
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
安
藤
さ
ん
の
奥
さ
ん
想
い
の
姿

に
は
感
動
す
ら
覚
え
る
も
の
の
、
一
方
で
は
、
そ
ん
な
に
大
事
な
奥
さ
ん
の
誕
生
日
会
な
ら
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

帳
に
で
も
記
入
し
て
お
い
て
ほ
し
い
と
も
思
っ
た
。
結
局
、
私
と
琵
琶
湖
博
物
館
（
現
岡
山
理
科
大
）
の
宮
本

さ
ん
は
予
定
通
り
先
に
出
発
し
、
安
藤
さ
ん
と
は
1
週
間
後
に
現
地
で
合
流
す
る
こ
と
に
し
た
。

太
陽
と
月
の
精
霊
を
崇
め
る
ア
パ
タ
ニ
民
族

関
西
空
港
か
ら
バ
ン
コ
ク
経
由
で
コ
ル
カ
タ
に
到
着
し
、
コ
ル
カ
タ
か
ら
ア
ッ
サ
ム
州
の
州
都
で
あ
る
ゴ
ワ

ハ
テ
ィ
に
飛
ん
だ
。
ゴ
ワ
ハ
テ
ィ
で
は
、
ゴ
ワ
ハ
テ
ィ
大
学
地
理
学
教
室
を
訪
問
し
て
、
情
報
交
換
や
資
料
収

集
を
行
な
っ
た
。
ゴ
ワ
ハ
テ
ィ
か
ら
ア
ル
ナ
ー
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
の
州
都
の
イ
タ
ナ
ガ
ー
ル
に
移
動

し
、
そ
こ
で
本
屋
を
訪
れ
て
資
料
を
収
集
し
た
（
図
12

－

1
）。
イ
タ
ナ
ガ
ー
ル
か
ら
は
、
す
で
に
農
業
班
の

研
究
者
ら
が
調
査
を
始
め
て
い
る
州
中
西
部
の
ジ
ロ
ー
地
方
に
移
動
し
、
そ
こ
に
滞
在
し
て
現
地
観
察
を
行

な
っ
た
。

ジ
ロ
ー
は
、
太
陽
と
月
の
精
霊
「
ド
ニ
・
ポ
ロ
」
を
崇
め
る
ア
パ
タ
ニ
民
族
が
高
床
式
の
家
に
暮
ら
す
地
域

で
あ
る
（
写
真
12

－

1
）。
ア
パ
タ
ニ
の
女
性
は
伝
統
的
に
、
顔
に
施
す
刺い
れ
ず
み青
と
、
黒
く
焼
い
た
木
の
栓
を
鼻

に
は
め
込
む
習
慣
が
あ
り
、
高
齢
の
女
性
は
そ
の
習
慣
を
今
で
も
守
っ
て
い
る
（
写
真
12

－

2
）。
シ
ャ
ー
マ
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写真 12-1　アパタニ民族地域のジロー周辺で見られる精
霊信仰

ン
が
唯
一
ド
ニ
・
ポ
ロ
と
交
信
で
き
、
神
の
お
告
げ
な
ど
を
村
の
住
民
に
伝
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
各

村
の
手
前
に
水
田
が
あ
り
、
水
田
の
畦あ
ぜ

に
は
シ
コ
ク
ビ
エ
を
作
っ
て
い
る
（
写
真
12

－

3
）。
ア
パ
タ
ニ
民
族

は
竹
を
重
要
視
し
、
各
村
の
周
囲
に
は
必
ず
村
で
管
理
す
る
竹
林
が
あ
っ
て
、
住
居
の
外
壁
や
内
装
に
は
竹
が

ふ
ん
だ
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
る
（
写
真
12

－

4
）。

ア
ル
ナ
ー
チ
ャ
ル
・
プ
ラ
デ
ー
シ
ュ
州
内
で
は
東
西
に
道
路
が
走
っ
て
お
ら
ず
、
東
西
移
動
は
ア
ッ
サ
ム
ま

で
南
下
し
、
ブ
ラ
マ
プ
ト
ラ
川
沿
い
の
道
路
を
使
っ

て
西
に
移
動
し
、
再
度
北
上
す
る
と
い
う
ル
ー
ト
を

取
る
必
要
が
あ
っ
た
。ジ
ロ
ー
を
出
た
我
々
は
、ア
ッ

サ
ム
の
ノ
ー
ス
ロ
キ
ン
プ
ル
ま
で
南
下
し
、
ノ
ー
ス

ロ
キ
ン
プ
ル
大
学
の
地
理
学
教
室
を
訪
問
し
た
（
写

真
12

－

5
）。
そ
こ
に
は
、
農
業
の
犂す
き

を
研
究
し
て

い
る
安
藤
さ
ん
か
ら
収
集
を
依
頼
さ
れ
た
現
地
の
犂

が
保
管
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
当
時
安
藤
さ
ん
の

指
導
院
生
で
あ
っ
た
浅
田
さ
ん
（
現
奈
良
女
子
大
）

が
滞
在
し
て
い
る
民
家
を
訪
れ
、
彼
の
調
査
状
況
を

聞
い
た
後
、
タ
ワ
ン
に
向
か
っ
た
。
そ
の
日
は
夜
の

9
時
頃
に
ア
ッ
サ
ム
州
と
ア
ル
ナ
ー
チ
ャ
ル
・
プ
ラ

写真 12-2　アパタニ民族の高齢女性。アパタニの女性は、
伝統的に、顔に施す刺青と、木の栓を鼻にはめ込む習慣
がある

デ
ー
シ
ュ
州
の
境
界
に
位
置
す
る
バ
ラ
ク
ポ
ン
に
た
ど
り
着
い
た
。

翌
朝
、
バ
ラ
ク
ポ
ン
を
出
発
し
、
デ
ィ
ラ
ン
を
経
由
し
て
、
ア
ル
ナ
ー
チ
ャ
ル
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
標
高

4
2
0
0
ｍ
に
位
置
す
る
セ
ラ
峠
に
向
か
う
（
写
真
12

－
6
）。
峠
に
近
く
な
る
と
、
霧
の
中
に
可
憐
に
咲
き

誇
る
高
山
植
物
の
群
落
に
出
迎
え
ら
れ
た
（
写
真
12
－
7
）。
峠
を
越
え
て
タ
ワ
ン
に
夕
方
5
時
く
ら
い
に
到

着
し
た
。
そ
の
1
時
間
後
に
安
藤
さ
ん
一
行
も
到
着
し
た
。
デ
ィ
ラ
ン
に
は
デ
ィ
ラ
ン
モ
ン
パ
、
タ
ワ
ン
に
は

グワハティ
アッサム州
ボンディラボンディラ

タワンタワン

ラサ

アルナーチャル
・プラデーシュ州
アルナーチャル
・プラデーシュ州

イタナガ－ル

ミャンマー

ブータン
ティンプー

バングラデシュ

ダッカ

コルカタ

インド

チベット

カトマンズ
ネパール

ダージリン

ディラン

ベンガル湾

図 12-1　アルナーチャル・プラデーシュ州の位置図
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写真 12-3	 水田とその畦に作られている
シコクビエ

写真 12-4　竹を建材として作られた高
床式のアパタニ民族の住居

写真 12-6　ディラン地方とタワン地方を結ぶ冬のセラ峠（標高
4200m）。セラ峠の両側の山地斜面にはインド軍が多数駐屯して、中
国からの攻撃に備えている

写真 12-5　ノースロキンプル大学を訪問

表 12-1　モンパ民族の区分（現地での聞き取りから作成）（水野 2012a）

タワンモンパ タワンモンパ：ウンパ（農耕民） 
ダクパナンパ： ウンパ（農耕民） 
ツォクスンパ： ウンパ（農耕民） 
マゴパ（ティンブパ）： ブロックパ（牧畜民）
パンチェンパ ： ウンパ・ブロックパ（農耕民・牧畜民）   

ディランモンパ ディランモンパ： ウンパ（農耕民）
リスパ＆チュッグパ： ウンパ（農耕民）
ブートモンパ： ウンパ（農耕民） 
ブータン国境のブロックパ（牧畜民）

カラクタンモンパ： ウンパ（農耕民）

写真 12-7　セラ峠周辺のお花畑

写真 12-8　マニの横を
通ってタワン仏僧院に
向かう、伝統的衣装を
身につけたモンパの女
性たち。若い女性たち
は新年やお祭り、伝統
的行事のときのみ伝統
的衣装を身につける

注：タワンモンパは、ディランモンパやカラクタンモンパと言語が異なる。
ダクパナンパは、狭義のタワンモンパと言葉が少し異なる（アクセントが違う）。
マゴパ（ティンブパ）は、チベットに住むチベット人と言語や民族衣装が同じ。
パンチェンパは、狭義のタワンモンパやダグパナンパと言語が異なる。
狭義のディランモンパは、東ブータンとほとんど言語が同じ。
リスパとチュッグパは、周辺のディランモンパと言語が異なる。
ブートモンパは、ボンディラ付近のシェルドックペンと言語が同じ。
ブータン国境付近のセンゲゾンパやニュクマドゥンパ、ルブランの人々は、ブータンのメ
ラック、サクティンの人々と言語や民族衣装が同じ。
カラクタンモンパは、東ブータンと言語が同じ。
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パンチェンパ

ダクパナンパ

マゴパ（ティングパ）

タワンモンパ

＊　ディランモンパとタワンモンパ（マゴパ（ティングパ））の境界はおおよそ県境に相当する

ディランモンパ

カラクタン
モンパ

ブートモンパ

シ
ェ
ル
ド
ッ
ク
ペ
ン

アカ

ミジ

ディラン

カラクタン

バレム

ルパ

　　　　　　　　バルクポン

シンチュン

ジャミリ
ボンディラ

ナフラ
スリジノ

テンバン
ゾン デルキ

ゾン
ディラン
ゾン

タクルンゾン

　　　　　ブータン

アッサム州

東カメン県

0    5   10  15km

ブ
グ
ン

ティンブ

ジャン
ムクト

　タワン

ルムラ

ドゥドゥンガール

ジミタン

チベット

タワン県

国境
州境

郡境

河川

ギャンカールゾン

ゾン（砦）

センゲゾン

西カメン県

町（郡の中心地）

民族分布境界

県境

�

図 12-2　アルナーチャル・プラデーシュ州のタワン県と西カメン県
における民族分布（水野 2012a）

写 真 12-10　 最 高 所 の 水 田（ 標 高 は
1752m）の棚田

写真 12-9　チベット仏教の仏塔、ゴム
サム・チョルテン

タ
ワ
ン
モ
ン
パ
の
民
族
の
人
々
が
居
住
し
、
伝
統
的
衣
装
も
同
じ
で
あ
る
が
（
写
真
12

－

8
）、
同
じ
モ
ン
パ

で
も
両
者
は
言
語
が
異
な
る
た
め
（
表
12

－

1
）、
互
い
に
会
話
す
る
と
き
は
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
を
使
用
す
る
。

地
滑
り
で
道
路
を
ふ
さ
が
れ
停
滞
す
る

翌
日
は
タ
ワ
ン
か
ら
チ
ベ
ッ
ト
や
ブ
ー
タ
ン
国
境
に
近
い
ジ
ミ
タ
ン
ま
で
行
っ
て
、
そ
の
日
の
う
ち
に
戻
っ

て
く
る
予
定
だ
っ
た
（
図
12

－

2
）。
ジ
ミ
タ
ン
に
は
パ
ン
チ
ェ
ン
パ
民
族
の
人
々
が
居
住
し
て
い
る
。
こ
こ

に
は
有
名
な
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
ゴ
ム
サ
ム
・
チ
ョ
ル
テ
ン
と
い
う
仏
塔
が
あ
る
（
写
真
12

－

9
）。
現
地
で
、

安
藤
さ
ん
が
農
業
や
農
具
の
聞
き
取
り
を
行
な
い
、
そ
れ
は
夕
方
4
時
く
ら
い
ま
で
続
い
た
。
タ
ワ
ン
に
戻
る

途
中
の
村
で
は
棚
田
が
見
ら
れ
、
そ
こ
の
標
高
は
1
7
5
2
ｍ
で
、
こ
の
あ
た
り
の
最
高
所
の
水
田
と
思
わ
れ

た
（
写
真
12

－

10
）。
ま
た
、
高
度
1
6
1
2
ｍ
の
場
所
に
陸
稲
の
も
ち
米
の
田
ん
ぼ
も
あ
っ
た
。
稲
作
は
概

ね
標
高
1
7
0
0
ｍ
以
下
で
行
な
わ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。
穂
を
つ
け
て
い
な
い
農
作
物
が
稲
か
ど
う
か
を
調
べ

る
た
め
に
は
、
イ
ネ
科
植
物
の
特
徴
は
葉よ
う

舌ぜ
つ

と
葉よ
う

耳じ

が
あ
る
の
で
（
写
真
12

－

11
）、
そ
れ
を
確
認
す
れ
ば
よ

い
と
教
え
て
も
ら
っ
た
。

タ
ワ
ン
ま
で
戻
る
途
中
で
日
が
沈
み
、
暗
闇
の
中
で
車
の
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
た
の
は
、
地
滑
り
で
崩
落
し

た
岩
や
土
砂
が
覆
う
道
路
だ
っ
た
。
そ
の
先
は
暗
闇
の
中
で
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
ず
、と
り
あ
え
ず
、

近
く
の
村
ま
で
戻
る
こ
と
に
し
た
。
比
較
的
大
き
な
村
に
は
、
地
方
の
役
人
が
宿
泊
す
る
施
設
が
あ
る
。
そ
の

日
は
と
り
あ
え
ず
そ
こ
に
泊
ま
る
こ
と
に
し
た
。
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244

少
年
を
生
け
贄
に
し
て

悪
霊
に
捧
げ
る

儀
式
と
は
!?

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
神
秘
の
大
地
ア
ル
ナ
ー
チ
ャ
ル
で
の
調
査

―
―
精
霊
崇
拝
と
ポ
ン
教
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
（
2
0
1
1
年
）

14

見
つ
け
た
古
い
写
本
か
ら
王
族
の
歴
史
を
た
ど
る
（
2
0
1
1
年
2
月
イ
ン
ド
調
査
）

モ
ン
ユ
ル
（
モ
ン
パ
民
族
地
域
）
に
チ
ベ
ッ
ト
吐
蕃
王
国
の
王
族
が
追
放
さ
れ
て
や
っ
て
き
た
こ
と
は
い
く

つ
か
の
歴
史
書
で
わ
か
っ
て
い
た
が
、
そ
の
後
が
は
っ
き
り
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
い
ろ
ん
な
人
を
た

ど
っ
て
や
っ
と
の
こ
と
、そ
の
後
の
歴
史
が
チ
ベ
ッ
ト
語
で
書
か
れ
た
古
い
写
本
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
れ
ま
で
何
度
も
訪
れ
て
い
た
グ
ン
ト
ゥ
ン
村
の
在
家
の
僧
ア
ウ
ザ
氏
に
、「
何
か
古
い
資
料
は
な
い
か
？
」

と
尋
ね
て
出
し
て
く
れ
た
の
が
、
こ
の
写
本
で
あ
る
。
そ
の
と
き
の
う
れ
し
さ
は
言
葉
に
言
い
表
せ
な
い
。

こ
の
写
本
は
、
ヴ
ァ
ー
ギ
ン
ド
ラ
（
ガ
ワ
ン
）
著
の
書
物
で
、
書
名
は
『
ギ
ェ
ル
リ
ク
・
ジ
ュ
ン
ク
ン
・
セ

ル
ウ
ェ
ー
・
ド
ン
メ
』（
王
族
の
起
源
を
明
ら
か
な
ら
し
め
る
灯
明
）
と
い
う
ブ
ー
タ
ン
撰
述
の
歴
史
書
（
成

立
は
17
世
紀
後
半
～
18
世
紀
前
半
）
で
あ
る
（
写
真
14

－

1
）。
そ
の
書
物
の
別
の
写
本
は
、
マ
イ
ケ
ル
・
ア

リ
ス
に
よ
っ
て
内
容
が
論
文
で
示
さ
れ
て
い
る
。
今
回
見
つ
け
た
写
本
は
チ
ベ
ッ
ト
語
で
書
か
れ
て
あ
っ
た
の

で
、
ア
ウ
ザ
氏
が
口
頭
で
デ
ィ
ラ
ン
語
に
翻
訳
し
て
く
れ
て
、
そ
れ
を
ガ
イ
ド
の
パ
ッ
サ
ン
が
聞
き
取
り
な
が

ら
英
語
に
翻
訳
し
て
く
れ
た
の
で
あ
っ
た
。そ
の
と
き
、

私
が
書
名
を
ア
ウ
ザ
氏
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
誤
っ
て
別

の
書
名
を
言
っ
た
。
私
は
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
信
じ
て
、

『
神
秘
の
大
地
、
ア
ル
ナ
チ
ャ
ル
ー
ア
ッ
サ
ム
・
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
自
然
と
チ
ベ
ッ
ト
人
の
社
会
』（
水
野
一
晴

2
0
1
2
、
昭
和
堂
）
に
そ
の
誤
っ
た
書
名
を
示
し
た

の
だ
が
、
本
に
は
写
本
の
見
開
き
2
ペ
ー
ジ
分
の
写
真

を
載
せ
て
い
た
。
そ
の
拙
著
を
チ
ベ
ッ
ト
研
究
者
に
謹

呈
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
研
究
者
が
マ
イ
ケ
ル
・
ア
リ
ス

の
論
文
を
読
ん
で
い
た
た
め
、
書
名
の
間
違
い
に
気
が

つ
い
て
く
れ
た
。
そ
の
た
め
、H

im
alayan N

ature 

and T
ibetan Buddhist Culture in A

runachal 

Pradesh, India: A

 Study of M
onpa （M

izuno, K
. 

and T
enpa, L. 2015, Springer

）
で
は
、
書
名
を
訂

写真 14-1　『ギェルリク・ジュンクン・セルウェー・ドンメ』（王
族の起源を明らかならしめる灯明）というブータン撰述の歴史書（成
立は 17世紀後半～ 18世紀前半、ヴァーギンドラ（ガワン）著）の
写本
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正
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
マ
イ
ケ
ル
・
ア
リ
ス
は
ア
ウ
ン
サ
ン
ス
ー
チ
ー
の
夫
で
あ
る
。

そ
の
歴
史
書
に
よ
っ
て
、
そ
の
後
が
あ
る
程
度
理
解
で
き
た
。
詳
細
は
先
述
の
拙
著
（水

野

 2012, 

M
izuno and T

enpa 2015

）
に
譲
る
と
し
て
、
ラ
セ
・
ツ
ァ
ン
マ
の
3
代
後
の
ガ
プ
ダ
・
ツ
ァ
ン
は
王
と
な

る
た
め
に
、
今
の
テ
ン
バ
ン
の
下
方
の
地
域
カ
ー
ル
ウ
ォ
ン
（
ワ
ォ
ン
グ
メ
イ
・
カ
ー
ル
）
に
連
れ
て
こ
ら
れ

た
。
し
か
し
、
こ
の
地
域
の
人
々
は
貧
し
か
っ
た
。
ガ
プ
ダ
・
ツ
ァ
ン
に
は
グ
ン
グ
レ
イ
・
ゲ
イ
ル
と
ワ
ォ
ン

グ
メ
イ
・
ペ
イ
ル
ダ
ー
の
2
人
の
息
子
が
あ
っ
た（
図
13

－

1
）。
こ
の
2
人
の
息
子
は
、そ
の
地
に
何
も
な
か
っ

た
の
で
チ
ベ
ッ
ト
に
戻
っ
た
。
弟
の
方
の
ワ
ォ
ン
グ
メ
イ
・
ペ
イ
ル
ダ
ー
は
チ
ベ
ッ
ト
に
戻
っ
た
も
の
の
、
ま

た
2
人
の
護
衛
を
連
れ
て
カ
ー
ル
ウ
ォ
ン
（
ワ
ォ
ン
グ
メ
イ
・
カ
ー
ル
）
に
戻
っ
て
き
た
。
戻
っ
て
き
た
と
き
、

村
の
ツ
ォ
ル
ゲ
ン
（
村
長
）
の
ア
ハ
ゲ
イ
ル
が
「
あ
な
た
は
王
の
子
孫
で
あ
る
。
あ
な
た
は
こ
の
地
域
を
治
め

る
べ
き
だ
」
と
彼
に
告
げ
た
。

こ
の
『
ギ
ェ
ル
リ
ク
・
ジ
ュ
ン
ク
ン
・
セ
ル
ウ
ェ
ー
・
ド
ン
メ
』
に
書
か
れ
て
あ
る
歴
史
に
関
連
し
て
、
テ

ン
バ
ン
村
で
私
は
次
の
よ
う
な
伝
説
を
複
数
の
村
人
か
ら
聞
き
取
っ
た
。

王
は
低
い
ク
ラ
ン
の
女
性
と
結
婚
し
た
た
め
ブ
ー
ト
モ
ン
パ
の
従
者
に
よ
っ
て
追
放
さ
れ
て
し
ま
い
、
ブ
ー

ト
モ
ン
パ
の
従
者
た
ち
は
新
し
い
王
を
欲
し
た
。
そ
こ
で
彼
ら
は
、
ヤ
ク
と
ゾ
（
ヤ
ク
と
高
地
牛
の
交
配
種
）

と
ヤ
ギ
と
ヒ
ツ
ジ
の
足
を
持
っ
て
村
々
を
回
り
、
ヤ
ク
の
足
を
正
し
く
選
べ
る
人
物
を
探
し
た
。
し
か
し
、
正

し
く
選
ぶ
こ
と
の
で
き
る
人
物
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
ず
、
チ
ベ
ッ
ト
で
正
し
く
選
べ
る
人
を
や
っ
と
見
つ
け

る
こ
と
が
で
き
た
。
ブ
ー
ト
モ
ン
パ
の
従
者
ら
は
そ
の

人
に
王
に
な
っ
て
ほ
し
か
っ
た
が
、
あ
え
て
そ
の
こ
と

を
告
げ
ず
に
狩
り
に
連
れ
出
し
、
ム
ギ
ー
・
チ
ャ
ン
湖

（
セ
ラ
峠
の
近
く
に
あ
る
湖
の
伝
説
上
の
名
前
で
あ
り
、

実
在
の
湖
は
ペ
イ
ラ
デ
セ
湖
ま
た
は
セ
ラ
湖
と
呼
ば
れ

て
い
る
、
写
真
14

－

2
）
ま
で
来
た
と
こ
ろ
で
、
王
に

な
っ
て
ほ
し
い
こ
と
を
そ
の
人
に
告
げ
る
。
す
る
と
そ

の
人
は
左
右
の
目
か
ら
2
つ
の
涙
を
こ
ぼ
し
、
そ
の
涙

が
2
つ
の
湖
と
な
り
、
2
つ
の
湖
は
く
っ
つ
い
て
1
つ

の
大
き
な
湖
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
そ
こ
か
ら
旅
を
続

け
、
タ
ワ
ン
の
あ
た
り
か
ら
従
者
ら
は
王
に
「
こ
こ
は

あ
な
た
の
土
地
で
す
」「
こ
こ
も
あ
な
た
の
土
地
で
す
」

と
告
げ
て
い
き
、
そ
こ
で
の
出
来
事
か
ら
地
名
を
付
け

て
い
っ
た
。

（
例
・
王
が
寒
が
っ
た
場
所
→
チ
ャ
ン
グ
ラ
、
王
の
衣

服
を
入
れ
る
た
め
に
利
用
し
た
鉄
の
器
を
持
っ
た
人
が

い
た
場
所
→
ト
ゥ
ン
グ
リ
）

写真 14-2　ムギー・チャン湖


